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項 目 要  約 

１．研究の概要 
 東京電力福島第一原子力発電所での事故以来、より一層の安全性が求めら

れている原子力施設の安全性向上に関する基盤技術の強化・充実のための、

高性能のシリコンカーバイト（以下「SiC」と記述）に関する技術開発を行い、

SiC繊維強化SiC基複合材料（以下「SiC/SiC」と記述）燃料被覆管の成立性を

示す。これによりナノ含浸遷移共晶相法（NITE 法）を用いた燃料被覆管等炉

心構造部材用SiC/SiCの製造基盤技術を構築することを目的として、以下の研

究開発を行う。 

１）SiC/SiC燃料被覆管の製造と性能評価 

２）SiC/SiC燃料被覆管のアッセンブリ技術開発 

３）SiC/SiC燃料被覆管の耐環境性影響評価 

４）工学・安全設計 

２．総合評価 
研究開始当初は国内（JMTR）で照射試験を行う予定としていたが、JMTRの

停止により照射試験が行えない事象が発生したが、ノルウェーのハルデン炉

での照射試験に切り替え、計画以上の成果となったこと、SiC/SiC複合材料燃

料被覆管開発において、海外の同様の研究に対し、先行した成果を出すなど、

積極的な開発研究が評価される。  

また、高度な安全性を有する燃料被覆管等の開発として、NITE法の有効性

の実証、炉照射試験の実現、途上ではあるが同材料の物性評価に着実な進展

が見られており、実用化に向けた進展が期待される。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

Ｓ


